
 

 

 

公益社団法人美濃市シルバー人材センター  

令和元年度事業報告 

 

我が国の総人口は、前年に比べ２６万人減少している一方、６５歳以上の高齢者人口は、

３，５８８万人と、前年に比べ３２万人増加し、総人口に占める割合も２８．４％となり

過去最高の水準となりました。このような中で、シルバー人材センターは、高齢者に生き

がいと働く意欲を与え生涯現役社会の実現に大きな役割を果たしています。 

一方、美濃市においては、人口減少・少子高齢化が進む中、定年延長、再雇用等により

入会する会員の減少と高齢、病気、家族の介護などを理由に退会する会員が増加し年々会

員数が減少する結果となっています。 

こうした中、会員拡大の取り組みとして、毎月の入会説明会のほか広報誌「シルバー美

濃」、パンフレット等の全世帯配布、市内のイベントでのＰＲや市民参加の講習会の開催な

どを実施し、加入促進を行いましたが、３月末の会員数は２９３名で、前年同期に比べ３

名の減少となり、減少に歯止めをかけるには至りませんでした。 

事業実績につきましては、前年度と比較すると、受託事業では受注件数で８７件の減、

受注金額で１，０９７千円の減、就業延人員で６５８人日の減となり前年度を下回りまし

た。 

一方、派遣事業では、受注件数で４件の減、契約金額で１，８２７千円の増、就業延人

員で５０４人日の増となり前年度を上回りました。 

結果、受託事業と派遣事業合わせた総受注金額は前年度を０．７％ほど上回る９，９７

４万円となりました。 

今後も、シルバー人材センターの基本理念である「自主・自立」、「共働・共助」の基、

会員の拡大、就業機会の拡大、適正就業の徹底、安全対策に取り組むとともに、会員・役

職員が一体となって事業運営に取り組んでまいります。 

以下、事業実績と経過については、次のとおりです。 

 

◎主な事業実績 

 受託事業 

項  目 平成３０年度 令和元年度 対前年比較 

会 員 数 296 人 293 人   99.0％ 

受 注 件 数 2,447 件 2,360 件   96.4％ 

契 約 金 額 81,260,910 円 80,163,836 円     98.6％ 

就業延人員 18,731 人日 18,073 人日    96.5％ 

 ※受注件数は延べ件数 

 

 



 

派遣事業 

項  目 平成３０年度 令和元年度 対前年比較 

会 員 数 42 人 58 人 138.1％ 

受 注 件 数 42 件 38 件 90.5％ 

契 約 金 額 17,748,908 円 19,576,134 円 110.3％ 

就業延人員 3,594 人日 4,098 人日 114.0％ 

 ※受注件数は延べ件数 

 

◎事業実施結果 

 １．事業実績 

   別表（１）事業実績 

別表（２）職群別事業実績 

別表（３）年度別契約金額の推移 

  

２．会員の状況 

   別表（４）会員登録状況 

  

３．普及啓発活動 

    ・広報（機関）誌「シルバー美濃」を発行し、関係機関に配布すると共に、市内全

世帯に配付してセンター事業及び会員の活動状況等をＰＲしました。 

   ・「事務局だより」を毎月発行して、会員との情報交換に努めました。 

    

４．就業拡大と就業率の向上 

    ・チラシ、パンフレットを活用して就業機会の開拓やセンター事業のＰＲに努めま

した。 

    ・毎月第３水曜日に入会説明会を行いました。 

  

５．講習会等の開催 

   ・剪定講習会 

日時：令和元年１０月１５日  

場所：美濃市図書館前庭園   ９人 

 

・高齢者交通安全講習会 

日時：令和元年１２月１３日  

場所：センター会議室    １８人 

 

 

 



 

６．安全対策 

   ・事故発生状況 

    《 傷 害 事 故 》 

年  度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

発 生 件 数 0 0 0 2 0 

就業中事故 0 0 0 2 0 

途 上 事 故 0 0 0 0 0 

     

《 賠 償 事 故 》  

年  度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 元年度 

発 生 件 数 2 3 3 1 2 

 対   人 0 0 0 0 0 

対   物 2 3 3 1 2 

 

・令和元年度事故内容 

     <対物> 

除草作業中飛び石により車の窓ガラス破損   １件 

剪定作業後の枝葉積込み中に塀を破損  １件 

  

７．長期就業の是正 

    ・適正就業の推進のため、会員の適正就業推進要綱に基づき、長期就業の是正に努

めました。 

 

８．シルバー派遣事業の実施 

    ・会員の就業機会の確保と就業の選択肢を増やすとともに、適正就業と多様化する

就業形態に対応するためのパンフレットを活用し派遣事業の推進に努めました。 

 

 ９．調査研究活動 

   ・理事会視察研修 

日時：令和２年２月２５日  

場所：岐阜市ＳＣ「ぶらっと」、関市ＳＣ「とんてん館」  １２人 

 

１０．独自事業 

・会員の自主的な組織の「石鹸部会」と「焼きいも部会」が、産業祭のイベント会

場や道の駅などで「うだつ石鹸・石焼きいも・さつまいも」の販売を行うことに

よりシルバー人材センターをＰＲすることができました。 

     


